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市

中
国
文
学
研
究
者
に
よ
る
日
本
漢
詩
研
究

日
本
漢
詩
は
、
日
本
文
学
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
平

安
時
代
以
来
、
漢
文
・
漢
詩
は
日
本
の
知
識
人
に
と
っ
て
大
切
な
学
問

で
あ
り
、
教
養
で
あ
っ
た
。
も
の
が
た
り
文
学
が
盛
ん
に
書
か
れ
た
平

安
時
代
に
も
、
男
性
は
漢
文
を
学
び
作
成
し
て
い
た
。
そ
の
の
ち
五
山

の
僧
侶
た
ち
に
よ
る
漢
文
・
漢
詩
研
究
の
時
代
を
経
て
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、
多
く
の
知
識
人
に
よ
っ
て
漢
詩
が
自
在
に

書
き
続
け
ら
れ
、
高
い
水
準
の
文
学
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
日

本
漢
詩
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
は
、
中
国
の
漢
詩
を
扱
う
中
国
文
学
研
究
者
は
、
ど
の
よ
う

な
角
度
か
ら
日
本
漢
詩
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
作

家
研
究
、
作
品
研
究
と
い
っ
た
基
礎
的
な
研
究
は
、
日
本
文
学
研
究
者

と
同
様
に
中
国
文
学
研
究
者
に
と
っ
て
も
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
必
要

な
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
本
論
で
は
、
特
に
中
国
文
学
研
究
者
が
行
い

得
る
特
徴
的
な
研
究
方
法
を
取
り
だ
し
て
、
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
本

論
で
紹
介
す
る
研
究
方
法
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

(
一
)
日
本
漢
詩
は
中
国
漢
詩
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
。

村B

子

]I[ 

(
二
)
同
一
主
題
に
つ
い
て
の
、
日
本
漢
詩
と
中
国
漢
詩
叩
比
較
。

(
三
)
日
本
漢
詩
は
ど
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
て
き
た
か
。

日
本
漢
詩
は
中
国
漢
詩
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か

柳
宗
元
を
例
と
し
て

(
1
)

柳
宗
元
の
作
品
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
平
安
時
代
で
あ
る
。
こ

の
こ
ろ
は
柳
宗
元
よ
り
韓
愈
の
方
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
。
柳
宗
元
が

注
目
さ
れ
る
の
は
十
五

1
十
六
世
紀
の
五
山
文
学
申
時
代
で
あ
る
ロ
五

山
で
は
、
主
に
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
、
し
き
り
に
柳
宗
元
詩
文
の
研
究

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
形
跡
は
『
柳
文
抄
』
お
よ
び
『
新
刊
五
百
家
註
音

鮮
唐
柳
先
生
文
集
』
の
書
き
込
み
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来

噌
令
。

1

江
戸
時
代
の
柳
宗
元
像

江
戸
時
代
の
漢
詩
人
が
持
っ
て
い
た
柳
宗
元
像
と
は
と
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
柳
宗
元
は
山
水
詩
人
だ
と
い
う
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
た
。
石
川
丈
山
(
一
五
八
三
|
一
六
七
二
)
は
「
新
編
覆
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醤
集
』
続
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
答
林
羅
山
」
と
い
う
手
紙
の
中
で

「
彼
曾
預
柳
州
之
記
、
以
樽
高
操
於
千
載
。
予
亦
依
足
下
之
文
、
而
得

不
朽
於
百
世
。
(
彼
は
曾
て
柳
州
の
記
を
預
り
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て

い
る
高
い
操
を
千
年
後
ま
で
伝
え
た
。
私
も
あ
な
た
の
文
に
よ
っ
て
百

世
の
後
ま
で
残
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
石
川
が
林
の
文
を
称
揚
し
て
い
る
部
分
で
は
あ
る
が
、
柳
宗
元
の
、

お
そ
ら
く
「
永
州
八
記
」
な
ど
の
山
水
記
が
そ
の
気
高
い
精
神
を
千
年

後
ま
で
伝
え
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
や
や
後
に
な
る
が
、
祇
園

南
海
(
一
六
七
七
|
一
七
五
一
)
は
『
南
指
先
生
文
集
』
巻
の
五
「
浴

龍
泉
記
」
で
龍
泉
に
つ
い
て
白
描
写
を
行
い
「
昔
時
有
柳
州
香
山
輩

説
、
水
聾
右
極
其
妙
、
且
謂
諜
之
足
以
忘
其
憂
也
(
昔
、
柳
宗
元
と
白

居
易
た
ち
は
、
水
の
音
は
も
っ
と
も
美
し
さ
を
極
め
て
お
り
、
こ
れ
を

聞
け
ば
愁
い
も
忘
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
ご
と
言
っ
て
、
泉
の
水
音

が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
柳
宗
元
の
山
水
記
を
読
ん
で

い
る
証
左
で
あ
る
。
梁
田
蚊
巌
(
一
六
七
二
一
七
五
七
)
も
『
腕
巌

集
』
巻
の
七
「
輪
田
崎
記
」
で
「
予
嘗
讃
柳
柳
州
五
嶺
諸
山
記
(
わ
た

し
は
曾
て
柳
柳
州
の
五
嶺
諸
山
記
を
読
ん
だ
こ
と
し
て
、
そ
の
読
後

感
を
述
べ
て
い
る
。
薮
孤
山
(
一
七
三
五
|
一
八

O
二
)
も
『
孤
山
先

生
遺
稿
』
巻
の
十
五
「
遊
鴎
水
記
」
の
中
で
「
余
適
賓
柳
子
厚
衰
中
郎

諸
遊
記
。
(
わ
た
し
は
偶
然
柳
子
厚
、
裳
中
郎
白
諸
遊
記
を
持
っ
て
来

た
)
」
と
、
柳
宗
元
の
山
水
記
を
手
に
し
て
い
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

時
代
の
異
な
る
人
々
が
柳
宗
元
の
山
水
記
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

る。
詩
の
中
で
は
菅
茶
山
(
一
七
四
八
|
一
八
二
七
)
が
『
黄
葉
夕
陽
村

舎
詩
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
、
甲
山
路
の
描
写
を
柳
宗
元
に
頼
み
た
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い
と
言
う
。之

甲
山
路
上
二
首
(
其
二
)
菅
茶
山

石
上
流
泉
幾
股
分
石
上
流
泉
幾
股
に
か
分
か
る

人
聾
空
響
扇
崖
雲
人
芦
空
し
く
響
く
両
崖
の
雲

黄
渓
諸
記
誰
能
績
賞
渓
諾
記
誰
か
能
く
続
け
ん

呼
取
柳
州
柳
使
君
呼
び
取
ら
ん
柳
州
柳
使
君

そ
の
ほ
か
の
詩
文
を
見
て
も
、
柳
宗
元
が
政
治
家
と
し
て
世
の
中
を

批
判
し
て
い
た
面
は
強
調
さ
れ
ず
、
そ
の
山
水
を
逝
遥
す
る
詩
や
文
が

日
本
漢
詩
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

2

江
戸
漢
詩
に
描
か
れ
る
榔
宗
元
詩

作
品
の
中
か
ら
、
江
戸
漢
詩
と
柳
宗
元
と
の
関
係
を
見
た
場
合
は
ど

う
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
の
選
集
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
江
戸
の
人
々

は
、
一
般
に
は
柳
宗
元
の
作
品
の
、
限
ら
れ
た
も
の
し
か
見
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
と
に
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
「
江
雪
」

詩
が
江
戸
時
代
の
選
集
に
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
意
外

で
あ
っ
た
。
『
固
機
活
法
』
の
中
で
も
、
作
者
名
を
欠
い
た
詩
句
を
載

せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
柳
宗
元
「
江
雪
」
詩
と
江
戸
漢
詩

の
関
わ
り
を
調
査
す
る
と
、
こ
と
に
江
戸
初
期
で
は
こ
の
作
品
が
重
要

視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
、
江
戸
漢
詩
の
中
で
も
、
柳
宗
元
「
江
雪
」
詩
に
深
く
関
わ

る
作
品
に
よ
っ
て
、
日
本
漢
詩
が
い
か
に
柳
宗
元
を
受
容
し
た
か
、
そ

の
傾
向
を
見
て
み
よ
う
。
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江
戸
初
期
に
は
「
江
雪
」
詩
を
そ
の
ま
ま
主
題
に
し
た
作
品
が
幾
つ

も
書
か
れ
て
い
る
。

濁
釣
寒
江
雪

高
頃
蒼
波
澗

破
壊
湛
不
流

凍
魚
貧
餌
家

機
烏
避
船
遊

旋
掃
笠
櫓
雪

時
望
口
口
口

高
懐
天
地
外

欲
去
幾
還
留

伊
藤
東
涯
(
一
六
七
O
ー
一
七
三
六
)

万
頃
蒼
波
澗
く

破
壊
湛
え
て
流
れ
ず

凍
魚
餌
を
貧
り
て
粟
り

飢
烏
船
を
避
け
て
遊
ぶ

つい旋
で
笠
帽
の
雪
を
掃
き

時
に
口
口
口
を
望
む

高
懐
天
地
の
外

去
ち
ん
と
し
て
幾
た
び
か
遅
留
す

(
口
は
解
読
不
能
文
字
)

柳
宗
元
の
「
江
雪
」
詩
は
、
流
識
の
地
で
、
激
し
い
望
郷
の
思
い
に

身
を
焼
か
れ
な
が
ら
も
、
己
の
信
念
を
拠
り
所
に
、
厳
し
い
孤
独
の
中

で
毅
然
と
し
て
過
ご
す
作
者
の
現
高
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
江
戸
幕
府
が
始
ま
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
経
ち
、
時
代
が
安
定
し
た

時
期
に
書
か
れ
た
江
戸
漢
詩
に
は
、
そ
伯
よ
う
な
厳
し
さ
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
白
伊
藤
東
涯
白
作
品
で
は
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
青
〈
凍
え
た

波
、
飢
え
た
魚
や
カ
ラ
ス
を
描
き
な
が
ら
も
、
裳
笠
の
翁
は
高
懐
を
い

だ
き
、
天
地
の
外
に
あ
る
こ
の
地
を
む
し
ろ
去
り
が
た
く
感
じ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
光
景
に
あ
る
寒
江
は
、
脱
け
出
す
こ
と
の
で
き
な

い
厳
し
い
土
地
で
は
な
く
、
賢
人
が
み
ず
か
ら
留
ま
る
こ
と
を
願
う
高

興
の
地
な
の
で
あ
る
。

梁
田
焼
巌
(
一
六
七
二
一
七
五
七
)
「
依
宰
相
小
倉
公
韻
呈
鵠
林

師
二
首
之
こ
詩
「
寒
江
雪
裡
垂
給
坐
、
高
経
千
峯
己
是
春
(
寒
江
雪

樫
繍
を
垂
れ
て
坐
し
、
万
罷
千
峯
巴
に
是
れ
春
こ
で
は
、
千
峯

に
は
春
が
来
て
い
る
し
、
服
部
南
郭
(
一
六
八
三
一
七
五
九
)
「
賦

得
濁
釣
寒
江
雪
」
詩
「
前
村
風
且
白
、
唯
看
酒
旗
寒
(
前
村
風

H
つ
白

〈
、
唯
だ
看
る
沼
旗
の
寒
き
を
ど
で
は
酒
屋
の
旗
が
ひ
る
が
え
っ
て

い
る
。釈
大
典
(
一
七
一
九
一
八

O
こ
の
絶
句
「
賦
得
濁
釣
寒
江
雪
」

詩
「
積
素
汀
洲
暮
、
孤
舟
擁
短
襲
。
一
綿
垂
不
動
、
片
月
忽
生
波
(
積

素
汀
洲
の
暮
、
孤
舟
短
裳
を
擁
す
。
一
糸
垂
れ
て
動
か
ず
、
片
月

忽
ち
波
に
生
ず
)
」
は
、
柳
宗
元
「
江
雪
」
詩
が
そ
の
ま
ま
夜
に
な
っ

た
光
景
を
想
像
し
、
波
聞
に
月
の
光
を
浮
か
べ
て
、
景
色
と
し
て
美
し

く
描
き
出
し
て
い
る
。
江
戸
初
期
の
人
々
が
思
い
浮
か
べ
る
寒
江
は
、

清
測
な
美
を
持
つ
あ
こ
が
れ
の
山
水
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
中
期
以
降
に
な
る
と
、
漢
詩
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
が
、
柳

宗
元
「
江
雪
」
詩
を
詠
う
作
品
は
む
し
ろ
少
な
く
な
る
。
こ
の
時
期
に

は
「
寒
江
濁
釣
図
」
と
い
う
絵
が
広
〈
見
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
柳

宗
元
「
江
雪
」
詩
が
知
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
釈
六
如

(
一
七
三
七
一
八

O
一
)
「
濁
釣
寒
江
雪
」
詩
「
釣
餐
空
白
成
図
様
、

水
冷
江
魚
不
上
給
(
釣
裳
空
し
く
自
ら
図
様
を
成
す
も
、
水
冷
や
か

に
し
て
江
魚
給
に
上
ら
ず
)
」
で
は
、
餐
笠
の
翁
は
絵
と
し
て
は
良
い

が
、
水
が
冷
た
く
て
魚
は
釣
れ
な
い
だ
ろ
う
な
、
と
い
う
。
願
時
波
響

(
一
七
六
四
1
一
八
二
六
)
「
濁
釣
寒
江
雪
」
詩
「
長
竿
濁
笠
直
成
輩
、

壷
日
寒
潮
不
得
魚
(
長
竿
独
笠
直
ち
に
画
に
成
る
も
、
尽
日
寒
潮

魚
を
得
ず
こ
も
同
じ
趣
向
で
あ
る
。
市
河
寛
斎
(
一
七
四
九
一
八



二

O
)
「
分
賦
扉
風
一
物
得
釣
江
雪
」
詩
や
土
井
聾
牙
(
一
八
一
七
|

一
八
八

O
)
「
題
耳
白
扉
風
」
詩
も
扉
風
に
柳
宗
元
自
詩
を
見
る
。

総
じ
て
、
江
戸
中
期
以
降
に
な
る
と
、
江
戸
初
期
に
あ
っ
た
よ
う

な
、
柳
宗
元
「
江
雪
」
詩
に
内
包
さ
れ
る
精
神
性
へ
の
問
調
、
と
い
う

も
の
は
無
く
な
っ
て
、
言
葉
の
遊
び
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
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小
結

柳
宗
元
は
ご
く
若
い
頃
に
政
争
に
よ
っ
て
僻
遠
の
地
に
追
放
さ
れ
、

生
涯
そ
こ
か
ら
戻
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
困
難
な
生
涯

を
通
じ
て
高
い
衿
持
苦
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
の
崩
壊
を
免
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
作
品
の
全
て
に
、
張
り
切
っ
た
琴
線
の

よ
う
な
、
悲
哀
を
帯
び
た
緊
張
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
江
戸
漢
詩
に
詠
わ
れ
る
柳
宗
元
に
は
そ
の
よ
う
な
緊
張
感
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
と
に
江
戸
後
期
の
作
品
の
中
で
は
柳
宗
元
像
は
軽
く

な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
、
開
国
の
不
安
を
は
ら
ん
だ
太

平
の
世
の
空
気
を
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

柳
宗
元
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
詩
人
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
漢
詩
が
中
国
漢
詩
を
い
か
に
受
け
止
め
て
い
た
か
、
そ

れ
が
日
本
の
世
相
や
詩
派
の
興
衰
を
映
し
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
、
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
一
主
題
に
つ
い
て
の
、
日
本
漢
詩
と
中
国
漢
詩
の
比
較

韓
信
を
詠
じ
る
詩
を
例
と
し
て
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詠
史
詩
は
、
歴
史
上
の
事
件
や
人
物
な
ど
を
詠
む
分
野
で
あ
る
。
同

一
の
事
件
や
人
物
の
生
涯
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
、
読
み
手

の
意
見
や
感
性
が
現
れ
や
す
い
と
い
う
点
か
ら
、
詠
史
詩
を
比
較
の
対

象
に
選
ん
だ
。

こ
こ
で
、
ま
ず
韓
信
回
生
涯
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
み
よ
う
。

(
甲
)
青
年
時
代
は
貧
し
く
仕
事
も
な
か
っ
た
。
若
者
た
ち
の
侮
蔑

に
耐
え
て
そ
白
股
を
く
ぐ
っ
た
逸
話
、
漂
母
(
洗
濡
を
生
業
と
す
る

女
)
か
ら
施
し
を
受
け
た
逸
話
な
ど
が
あ
る
。

(
乙
)
劉
邦
の
漢
軍
に
参
加
し
、
競
何
に
才
能
を
認
め
ら
れ
る
。
劉

邦
白
も
と
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
た
と
き
、
粛
何
が
追
い
か
け
て
連
れ
戻

し
た
逸
話
、
劉
邦
が
層
を
築
き
礼
を
尽
く
し
て
大
将
に
扶
擢
し
た
逸
話

が
あ
る
。
そ
の
の
ち
漢
の
統
一
に
貢
献
し
て
出
世
し
、
斉
王
と
な
っ

た。
(
丙
)
謀
反
を
起
こ
し
た
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
、
三
族
こ
と
ご
と
く

森
殺
さ
れ
た
。

こ
の
三
つ
の
区
分
を
踏
ま
え
て
、
唐
詩
と
江
戸
漢
詩
を
比
較
し
て
み

ヲ
匂
。

ー
唐
詩
の
韓
信

盛
唐
詩
で
は
、
社
甫
や
李
白
が
、
韓
信
の
苦
境
を
己
に
な
ぞ
ら
え
、

さ
ら
に
種
信
の
出
世
と
自
分
の
境
遇
を
比
較
し
て
、
我
が
身
を
嘆
く
作

品
を
作
っ
て
い
る
。

贈
新
平
少
年

韓
信
在
准
陰

少
年
相
欺
凌

屈
題
若
無
骨

体少韓
を年信李
屈白
し相椎
て欺陰
骨凌に
無す在
きり
がて
若E
し
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社
心
有
所
遇

一
遭
龍
顔
君

楠
町
従
此
輿

千
金
書
漂
母

寓
古
共
嵯
稿

而
我
覧
何
矯

寒
苦
坐
相
伺

壮
心
濁
る
所
あ
り

一
た
び
龍
顔
の
君
に
遭
う
や

噺
同
比
よ
り
興
る

千
金
も
て
漂
母
に
答
え

万
古
共
に
嵯
称
す

而
て
我
は
寛
に
何
為
る
ぞ

よ

寒
苦
坐
ろ
に
相
の
る

(
以
下
略
)

宴

王

使

君

宅

題

二

首

社

甫

漢

主

追

韓

信

漢

主

軽

信

を

追

い

蒼

生

起

謝

安

蒼

生

謝

安

を

む

た

し

む

吾
徒
自
漂
泊
吾
れ
徒
ら
に
自
ら
漂
泊
す

世

事

各

銀

難

世

事

各

顛

難

な

り

(
以
下
略
)

盛
唐
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
極
貧
か
ら
斉
王
と
な
っ
た
韓
債
は
あ
こ

が
れ
の
人
物
像
で
あ
っ
た
。

中
唐
以
降
は
傾
向
が
異
な
る
。
中
唐
以
降
の
詩
の
中
で
韓
信
を
主
題

と
す
る
作
品
の
特
徴
は
、
韓
信
廟
を
詠
じ
る
も
の
が
目
に
つ
く
こ
と
で

あ
る
。

御

過

准

陰

弔

韓

信

廟

李

紳

功
高
自
棄
漢
元
臣
功
高
け
れ
ど
自
ら
棄
つ
漢
の
元
毘

遺

廟

陰

森

楚

水

漬

遺

廟

陰

森

た

り

楚

水

の

浜

英
主
任
賢
増
虎
翼

傾
王
徴
福
犯
龍
鱗

賎
能
忍
恥
卑
狂
少

貴
乏
懐
忠
近
倭
人

徒
用
千
金
酬
一
飯

不
知
明
哲
重
防
身

明徒近貴賎俵英
哲ちづにに主主
のにくしし
防千 て主福賢
身金 忠臣にを
をを を JL徴5任
重用主 懐 1iFりじ
んて く jbてて
4 ャ山血占
コー ーへ}ー

る飯 と詐鱗翼
をに 芝夢をを
知酬 しゃ犯増
らい く量すす
ず 倭じも

会E

と
の
詩
の
主
題
は
、
韓
信
が
慢
心
し
て
つ
い
に
殺
さ
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
殿
尭
藩
「
韓
信
廟
」
詩
に
は
「
荒
涼
古
廟
惟
松
柏
(
荒
涼
た
る

古
廟
惟
だ
松
柏
あ
る
の
み
)
」
と
あ
る
の
で
、
准
陰
に
建
て
ら
れ
て

い
た
韓
信
廟
は
唐
代
に
は
寂
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
李
紳
は
そ
の

有
様
を
目
に
し
て
、
韓
信
の
生
涯
を
思
い
起
こ
し
、
虚
無
の
感
に
襲
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

2

江
戸
漢
詩
の
韓
信

江
戸
時
代
初
期
、
十
七
世
紀
生
ま
れ
の
人
々
は
、
次
の
作
品
に
あ
る

よ
う
に
、
「
大
き
な
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
」
と
、
「
最
後
に
殺
吉
れ
た
こ

と
」
を
主
な
モ
チ
ー
フ
と
す
る
。

准

陰

侯

賛

准

陰

侯

の

賛

伊
藤
東
涯
(
一
六
七

O
l
一
七
三
六
)
『
紹
述
先
生
文
集
』

圏
士
無
隻
夙
従
漢
王
国
士
無
双
夙
に
漢
王
に
従
い

多
多
盆
普
執
掩
其
功
多
多
益
善
執
か
其
の
功
を
掩
わ
ん

宣

謀

身

之

不

及

昨

単

に

謀

身

の

及

ば

ざ

ら

ん

か



高
鳥
室
町
良
弓
蔵

高
鳥
尽
き
て
良
弓
蔵
さ
る

江
戸
時
代
中
期
、
十
九
世
紀
生
ま
れ
の
人
々
の
時
代
に
な
る
と
、

「
韓
信
の
股
く
ぐ
り
」
「
潔
母
が
食
事
を
恵
む
」
と
い
う
絵
が
描
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
図
を
詠
じ
る
作
品
が
ほ
と
ん
ど
と
な

る
。
そ
こ
で
「
若
い
こ
ろ
に
恥
や
飢
え
を
忍
び
」
、
の
ち
に
「
大
き
な

功
績
を
あ
げ
た
こ
と
」
が
主
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
。
こ
の
傾
向
は
江
戸

時
代
後
期
、
十
九
世
紀
生
ま
れ
の
人
々
白
時
代
に
も
続
く
。

中国文学研究者による日本漢詩研究

漂
母
飯
韓
信
国
漂
母
韓
信
に
飯
す
る
の
図

頼
山
陽
(
一
七
八

O
ー
一
八
=
三
)
『
山
陽
詩
紗
』
巻
之
二

龍
虎
捧
腹
久
失
盤
龍
虎
捧
臨
し
て
久
し
く
鐙
を
失
う

此
閏
不
復
博
豪
華
古
此
に
聞
く
復
た
泰
糞
を
博
め
ざ
る
と

誰
投
一
飯
王
孫
腹
誰
か
一
飯
を
王
孫
の
腹
に
投
ぜ
ん

幾
粒
蒸
矯
百
菌
兵
幾
粒
か
蒸
し
て
百
万
の
兵
に
な
ら
ん

韓
信
股
下
園

韓
信
股
下
の
図

菅
茶
山
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
後
編

袴
同
に
四
海
を
容
る

是
れ
袴
聞
の
寛
吉
に
あ
ら
ず

四
海
原
よ
り
微
物
に
し
て

君
が
方
寸
の
間
に
在
り

袴
間
容
四
海

非
是
袴
闘
寛

四
海
原
微
物

在
君
方
寸
開
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3

小
結

唐
詩
で
は
、
韓
信
の
境
涯
を
我
が
身
に
引
き
つ
け
て
、
己
の
境
遇
を

嘆
い
た
り
ち
人
生
へ
の
虚
無
を
感
じ
た
り
す
る
作
品
が
書
か
れ
て
い

る
。
一
方
、
江
戸
漢
詩
で
は
、
人
生
の
教
訓
と
い
っ
た
色
彩
が
強
く
な

る
。
唐
代
の
尊
信
廟
、
江
戸
時
代
の
韓
信
図
を
含
め
て
、
時
代
と
地
域

の
異
な
る
こ
つ
の
文
化
由
連
い
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
様
々
な

人
物
像
に
つ
い
て
、
中
国
で
も
日
本
で
も
多
く
の
詠
史
詩
が
書
か
れ
て

い
る
の
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
興
味

深
い
成
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

日
本
漢
詩
は
ど
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
て
き
た
か

新
井
白
石
を
例
と
し
て

江
戸
初
期
に
生
き
た
新
井
白
石
(
一
六
五
七

l
一
七
二
五
)
の
青
年

時
代
の
作
品
か
ら
、
新
井
白
石
が
何
に
基
づ
い
て
詩
を
学
ん
だ
か
を
十

名
近
く
の
グ
ル
ー
プ
で
調
査
し
た

(
2
)
。
こ
の
調
査
を
通
し
て
、
江
戸

の
漢
詩
人
が
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て
漢
詩
作
成
の
素
養
を
積
ん
だ
の
か

E
い
う
課
題
を
研
究
す
る
。

新
井
白
石
が
二
十
六
歳
ま
で
に
書
い
た
作
品
を
収
録
し
た
『
陶
情
詩

集
』
の
吉
首
に
つ
い
て
語
嚢
調
査
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
、
白
石
が
ど
の

よ
う
な
本
を
学
ん
だ
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
。
た
と
え
ば
、
江
戸
初
期
に
さ
か
ん
に
出
版
さ
れ
た
『
錦
繍
段
』
と

い
う
書
物
で
あ
る
。

ー
『
錦
繍
段
』
と
新
井
白
石

『
錦
繍
段
』
と
は
室
町
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
侶
、
天
隠
龍
津
(
一
四

二
二
年
|
一
五

O
O年
)
が
作
っ
た
選
集
で
、
唐
宋
元
三
代
の
三
百
余

首
の
絶
句
を
選
ん
で
収
め
て
あ
る
。
本
を
開
い
て
み
る
と
、
収
録
作
品
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に
は
四
庫
全
書
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
作
品
が
多
く
、
見
た
こ
と
の
な

い
作
者
名
も
散
見
さ
れ
、
明
詩
も
数
篇
見
ら
れ
る
。
こ
の
当
時
流
行
し

盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
新
井
白
石
も
こ
の
本
を

見
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
ず
重
な
る
詩
句
に
つ
い
て
。

『
錦
繍
段
』
に
載
る
作
品
中
田
詩
句
と
全
く
同
じ
か
、
部
分
的
に
重

な
る
詩
句
が
か
な
り
の
数
で
見
ら
れ
た
。
気
づ
い
た
例
の
う
ち
の
一
つ

を
新
井
白
石
の
詩
句
と
並
べ
て
挙
げ
る
。

井
呑
鴎
鷺
一
千
頃
、
震
動
纏
緋
百
高
軍

新
井
白
石

漢
宮
眉
斧
息
遣
塵
、
功
厭
劉
劇
回
配
刈

『
錦
繍
段
』

O
八
一

O
二
ニ
「
親
潮
」
詩

詐
悦
甫
「
明
妃
曲
」
詩

次
に
語
金
に
つ
い
て
。

多
く
の
言
葉
が
「
錦
繍
段
』
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
「
団
茶
」
な
ど

は
特
徴
的
な
語
で
、
偶
然
に
重
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

浅
碧
飽
嘗
新
醸
酒
、
軽
黄
初
試
小
剛
刻

新
井
白
石

O
二
六
「
春
日
小
園
雑
賦
」
詩

繊
焼
香
築
勤
圏
茶
、
春
酒
留
連
又
一
家

『
錦
繍
段
』
=
三
六
李
潤
甫
「
僧
舎
晩
鴎
」
詩

最
後
に
発
想
に
つ
い
て
。

発
想
や
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
詩
句
も
多
い
。
次
の
例
は
、
表
題
が
同

じ
で
、
重
な
る
語
が
多
く
、
「
川
辺
の
砂
道
が
雪
明
か
り
や
稲
妻
に
照

ら
き
れ
て
い
る
」
と
い
う
、
よ
く
似
た
光
景
が
歌
わ
れ
る
。
白
石
は
こ

の
と
き
、
『
錦
繍
段
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
を
読
み
、
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
風
景
に
感
じ
、
そ
の
主
題
に
沿
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
起
こ
し
て
自

分
の
作
品
を
組
み
立
て
た
、
と
い
う
順
序
で
詩
を
書
き
上
げ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

粗
利
月
上
特
晩
例
制
雪
明
燭
蹄

(
江
村
に
月
上
り
将
に
晩
れ
ん
と
す

ら
か
に
し
て
独
り
帰
る
)

沙
路

雪
の
ご
と
く
明

O
四
八
「
暮
帰
」
詩

新
井
白
石

行
過
断
橋
桝
制
黒
忽
従
量
影
得
耐
矧

(
行
き
て
断
橋
を
渇
き
て
沙
路
黒
し
忽
ち
電
影
に
従
り
て
前
村

を
得
)

『
錦
繍
段
』
二

O
一

明
・
趨
周
臣

「
暮
帰
」
詩

今
回
の
調
査
で
、
白
石
と
同
じ
時
代
に
多
様
な
形
で
出
版
を
重
ね
て

い
た
『
錦
繍
段
』
を
、
白
石
が
よ
く
勉
強
し
吸
収
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
詩
句
が
重
な
る
例
を
見
て
い
る
と
、
単
に
古
詩
を
剥
窃
し
た

よ
う
に
も
見
え
る
が
、
し
か
し
、
彼
は
む
や
み
に
『
錦
繍
段
』
の
、
あ

る
い
は
他
の
詩
集
に
あ
る
詩
句
を
切
り
取
っ
て
自
分
の
作
品
に
埋
め
込

ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
『
錦
繍
段
』
を
読
ん
で
白
石
が
と
の

よ
う
に
自
分
の
作
品
を
発
想
し
て
い
っ
た
の
か
、
を
考
え
て
み
よ
う
。

発
想
の
項
で
は
、
白
石
が
先
人
の
漢
詩
に
あ
る
す
ぐ
れ
た
発
想
や
イ

メ
ー
ジ
を
学
び
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
詩
句
に
共
感
し
て
、
自
分
の
思
い



を
表
現
す
る
た
め
に
適
切
に
使
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
詩
語
の

項
を
見
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
読
み
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
、
様
々
な
景
色
の
中
を
遁
遥
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

白
石
は
様
々
な
書
物
を
参
考
に
し
て
漢
詩
の
制
作
方
法
を
学
ん
で
い

た
が
、
以
上
の
調
査
か
ら
、
そ
の
中
で
も
こ
と
に
『
錦
繍
段
』
か
ら
学

び
得
た
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中国文学明究者による日本漢詩研究

2

『
聯
珠
詩
格
』
と
新
井
白
石

『
聯
珠
詩
格
』
は
七
言
絶
句
の
選
集
で
あ
る
。
元
の
子
済
(
字
は
徳

夫
、
号
は
黙
斎
)
が
三
巻
本
を
作
り
、
察
正
孫
(
字
は
粋
然
、
号
は
蒙

斎
野
逸
)
が
増
訂
し
て
二
十
巻
本
と
し
、
元
の
大
徳
四
年
に
出
版
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
元
の
時
代
に
す
で
に
失
わ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
朝
鮮
や
日
本
に
渡
っ
た
本
が
重
版
さ
れ
翻
訳
さ
れ
て
今
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
日
本
で
は
室
町
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か

け
て
多
く
の
版
本
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
石
が
若
い
こ
ろ
に
流
行
し

て
い
た
本
で
あ
っ
た
。

収
録
作
品
の
中
に
は
、
『
四
庫
全
書
』
に
見
ら
れ
な
い
作
品
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
中
閣
の
清
朝
に
は
伝
え
ら
れ
ず
、
本
書
の
中
に
の
み
残
る

と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
あ
る
。

ま
ず
詩
語
が
重
な
る
例
を
見
ょ
う
。

次
の
作
品
は
、
多
く
の
詩
語
が
『
聯
珠
詩
格
』
に
収
録
さ
れ
る
作
品

と
重
な
る
例
で
あ
る
。
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江

行

新

井

白

石

例
閥
不
起
水
剰
刺
剛
山
炉
開
院
は
訟
た
ず
水
総
…
総

漁
笛
風
矧
制
審
漬

岡
割
高
天
例
創
岩

列
関
長
送
組
出
刈

タ万漁
陽古笛

I は
長E高風
えν 天にひ
に瓢3
送秋るえ
る色
老ぉ紅E
渡とし〉萎Z
Y工5 のう
り浜
人

こ
の
作
品
の
内
、
原
文
に
傍
線
を
引
い
た
、
「
沙
鴎
、
相
州
都
、
漁
笛
、

風
鋼
、
紅
妻
、
万
古
、
秋
色
、
秋
者
、
夕
陽
、
渡
江
人
」
の
語
が
、

『
聯
珠
詩
格
』
に
収
録
さ
れ
る
作
品
に
あ
る
語
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、

「
万
古
」
「
夕
陽
」
「
秋
色
」
の
よ
う
に
、
ご
く
一
般
的
な
詩
語
も
あ
る

が
、
ま
た
、
「
沙
鴎
、
殺
灘
、
漁
笛
、
紅
妻
、
渡
江
人
」
の
よ
う
に
特

徴
的
な
語
も
含
ま
れ
る
。
試
み
に
、
こ
れ
ら
特
徴
的
な
五
つ
の
語
を

『
唐
詩
選
」
に
探
し
て
み
る
と
、
五
つ
の
語
の
内
、
「
抄
鴎
」
の
一
語
し

か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
白
石
が
『
聯
珠
詩
格
』
を

見
て
詩
語
を
拾
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

次
に
、
特
徴
的
な
詩
語
、
あ
る
い
は
詩
句
が
重
な
る
例
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。春

日
小
園
雑
賦

軌
削
岩
船
四
管
物
華

唯
絡
風
月
部
局
家

洩
碧
飽
嘗
新
醸
酒

軽
黄
初
試
小
園
茶

花
句
香
賦
淡
生
畳

草
信
金
鈎
斜
護
芽

安
得
思
如
摩
詰
手

寓
成
董
軸
向
人
誇

霊安草花軽浅唯た数1新
くはは黄碧だ畝隠井
にに金香t 風のし岳
写か鈎賦u初嘗な月春E石
し恩にをめめを畦げ
成"信E勾Eてる将2
しのせわ試にて物ミ
摩まてせむ飽 華か
人誌5 て く即をつ
にの斜 小 ち管宮
向如め淡国新家りど
かきにく茶醸と
い手芽軍2 酒為
てををを す
誇得発生 の
らてすじ み



ん
や
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こ
の
作
品
で
は
、
「
浅
碧
、
軽
黄
、
国
茶
、
香
眠
、
金
鈎
、
発
芽
」

と
い
っ
た
特
徴
的
な
詩
語
は
、
『
聯
珠
詩
格
』
に
見
当
た
ら
な
い
。
し

か
し
、
首
句
に
あ
る
「
数
畝
春
畦
」
と
い
う
か
な
り
特
徴
的
な
四
文
字

が
『
聯
珠
詩
格
』
に
あ
る
王
元
之
の
作
品
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
王
元
之
の
作
品
は
「
四
庫
全
書
』
に
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
「
数

畝
春
畦
」
と
い
う
語
も
『
四
庫
全
書
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
新

井
白
石
が
見
た
と
思
わ
れ
る
王
元
之
の
作
品
は
、
白
石
と
同
時
代
の
中

国
で
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
白
石
は
『
聯

珠
詩
格
』
か
、
ま
た
は
日
本
に
伝
来
し
た
類
似
の
本
を
見
て
、
こ
の
語

を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
明
ら
か
に
『
聯
珠
詩
格
』
を
参
照
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
例
を
挙
げ
る
ロ

紅
梅
二
首
其
一

一
種
春
風
気
自
殊

盈
矧
則
側
燭
珊
瑚

今
来
若
正
花
王
競

南
面
稿
孤
謄
赤
符

南今星一
面来冠種新
し の井
て若も月草春白
孤し侃官風石
を花
称王珊気
L o 1甜はお
赤号嬬E自3
符をたらか
に正り殊
応さ な
ぜばり
ん

紅
梅
を
詠
じ
た
連
作
の
第
一
首
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
聯
珠
詩

格
』
巻
六
に
収
め
る
次
の
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
。

梅

宋
-
禁
正
採

『
聯
珠
詩
権
』
巻
六

春
到
江
南
第
一
枝

劇
硝
樹
瑚
列
参
差

雄
然
未
到
剖
到
捌

衆
丹
終
嘗
北
面
之

衆号未瑳li春
井きだ稽与は
花到
終日王稽まる
にのJJIilt~
当号江
にを列Z南
之正な
にさり第
北ずて一
面と参上の
す難U差し枝
ベ然2たに
しもり

察
正
孫
は
『
聯
珠
詩
格
』
の
撰
者
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
四

庫
全
書
』
に
は
見
え
な
い
。
『
聯
珠
詩
格
』
に
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な

い
と
恩
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
石
は
他
の
詩
集
で
は
な
く
、
ま
さ

に
『
聯
珠
詩
格
』
で
こ
の
詩
を
見
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
見
つ
け
ら
れ
た
幾
つ
か
の
例
か
ら
、
青
年
時
代

の
白
右
が
『
聯
珠
詩
格
』
を
学
ん
で
い
た
こ
と
を
、
か
な
h
ν
の
確
率
で

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
『
聯
珠
詩
格
』
の
影
響
は
『
陶
惰
詩

集
』
の
前
半
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。
後
半
に
な
る
と
、
『
聯
珠
詩
格
』

を
参
考
に
す
る
こ
と
な
く
詩
の
創
作
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
受

け
ら
れ
る
。
『
聯
珠
詩
格
』
は
漢
詩
の
初
学
者
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
っ
た
か
ら
、
漢
詩
の
制
作
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
白
石
は
『
聯

珠
詩
格
』
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
新
井
白
石
の
漢
詩
修
行
の
足

跡
と
し
て
も
、
ま
た
当
時
の
漢
詩
学
習
者
の
勉
強
方
法
に
つ
い
て
考
え

る
上
で
も
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

小
結

こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
『
錦
繍
段
』
と
『
聯
珠
詩
格
』
と
い
う
二
冊
の

書
物
に
関
す
る
調
査
で
あ
る
が
、
当
時
存
在
し
て
い
た
よ
り
多
く
の
書

物
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
新
井
白
石
が
十
代
か
ら

二
十
代
に
か
け
て
ど
の
本
に
よ
っ
て
漢
詩
の
勉
強
を
し
た
の
か
ョ
と
い

3 



う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
人
が
外

国
文
学
で
あ
っ
た
漢
詩
を
い
か
に
受
容
し
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い
っ

た
か
、
と
い
う
軌
跡
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

四

議

本
論
で
は
、
も
と
も
と
中
国
文
学
を
研
究
し
て
き
た
者
が
日
本
漢
詩

を
研
究
す
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究
方
法
が
可
能
か
、
と
い
う
観

点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
三
種
田
方
法
を
紹
介
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
研
究
方
法
が
あ
る
こ
と
と
思
う
。
中
国
古

典
文
学
研
究
者
は
、
中
国
文
学
に
習
熟
し
た
者
と
し
て
、
ま
た
日
本
漢

詩
を
か
な
り
容
易
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
を
生
か
し
て
、

お
も
に
作
品
の
比
較
や
影
響
関
係
の
分
野
で
特
徴
的
な
研
究
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注(
1
)

拙
論
「
柳
宗
元
と
日
本
漢
詩
」
(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
岡
山
大

学
、
二

O
一
二
年
、
所
収
)
に
よ
る
。

(
2
)

「
『
陶
情
詩
集
』
に
見
え
る
諸
本
の
影
響
」
(
共
著
)
(
『
新
井

白
石
『
陶
情
詩
集
』
の
研
究
』
汲
古
書
焼
、
二

O
一
-
一
年
、
所

収
)
に
よ
る
。


